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5) 地震探査データの地学的な解釈 

 図35の東京湾縦断測線の時間マイグレーション断面上に、顕著な反射イベントを矢印で示した。Aの

矢印によって示した反射イベントは、ほぼ測線全域に渡って追跡されるイベントで、測線南端では往復

走時約4秒付近から北傾斜を示す。三浦半島陸域下でやや不明瞭になるが、川崎沖合の東京湾下では往

復走時9〜10秒に北に緩く傾く明瞭な反射波群が認められる。この反射イベントAは、地殻深部にほぼ

測線の全域に渡って北傾斜で追跡できること、東京湾北部で5〜9秒に見られるほぼ水平な反射イベント

の下位に位置し、異なる構造を示していることから、フィリピン海プレート上面からの反射であると判

断される。平成14年に実施した相模湾測線では、鎌倉沖でフィリピン海プレート上面からと判断される

反射イベントが往復走時6〜7秒に見られ、プレートの走向方向から判断して反射イベントAの三浦半島

下での往復走時とよく整合する。この他、地殻深部からの反射波としては、三浦半島下で北に傾斜する

反射イベントBが顕著である。プレート境界から派生した分岐断層近傍の地層境界からの反射波群であ

る可能性がある。地殻上部では、とくに三浦半島の北方から東京湾にかけての往復走時4秒までの部分

に、連続性のよい反射波群が卓越する。これらは関東構造盆地に堆積した新第三系の堆積物と判断され

る。これらの連続性の良好な反射が卓越するゾーンの基底部には、振幅の大きな周波数の低い反射イベ

ントCが見られる。反射波の特徴なCMP法による速度解析の結果から判断して、この層準が新第三系基

盤の上面と判断した。 

 図36は深度変換断面上に、前述した顕著な反射イベントを記入したものである。フィリピン海プレー

ト上面と推定される反射イベントAの傾斜が空間的に変化しているが、反射イベントC以下については

速度構造の検討が不十分なため、イベントAの深度と形状については暫定的である。東京湾に堆積する

新第三系堆積物は、深度断面では三浦半島の北方、横浜南部沖で最大層厚を示し、北に薄化する。深度

断面ではイベントCの南端は地下6kmに位置することになる。前述したように速度構造については暫定

的であるので、先新第三系上面の深度については検討の余地があるが、この部分に極めて厚い堆積物が

分布していることは、重力異常2)や既存のボーリングデータ7）と調和的である。 

 三浦半島域の深度変換断面を図37に示した。葉山隆起帯は主として砂岩・泥岩からなる地層が付加プ

ロセスによって短波長の複雑な変形を被っているために、得られた反射断面も東京湾の断面に比べ複雑

なバターンを示している。葉山隆起帯の周辺には、南から武山断層・北武断層・衣笠断層が併走し、こ

れらの断層は地表近傍では高角度の傾斜を示している。反射断面においても、図の矢印で図示したよう

に、地表下500m程度までは、反射層の不連続として北傾斜の面が推定される。武山断層の延長部につい

ては図中のAの波線を境として南側では反射層に乏しいカオテックなパターンを示すのに対して、この

波線の北側では全体として北に傾斜する反射層が卓越する。また、図37のBで示したように葉山隆起帯

の地下 4km 程度では、緩く北に傾斜した反射層が見られ、この反射層の北方延長も、A の波線延長部で

不連続となる。これらの特徴から、武山断層については地表近傍では高角度であるが全体としては地下

4km程度まで、30度程度の緩傾斜の形状を示している可能性がある。今後、詳細な検討が必要である。 
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図35 東京湾測線時間マイグレーション断面での顕著な反射イベント。 
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図36 東京湾測線時間深度変換断面での顕著な反射イベント。 
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図37 三浦半島域の深度変換断面と地学的な解釈。 
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 (c) 結論ならびに今後の課題 

  本業務において第一の目的としたのが、プレート境界型の巨大地震を発生させるフィリピン海プレー

ト上面の制御震源によるイメージングである。船舶の運航が頻繁な悪条件にもかかわらず海底ケーブル

型の受振システムと、稠密なエアガンの発震とそれらの重合処理によって、フィリピン海プレート上面

に相当する反射波群がほぼ測線全域に渡って得られた。この反射波群は三浦半島南端では往復走時4秒

から東京湾北部では約10秒まで追跡される。大都市近郊で制御震源による地殻深部からの反射波が捉え

られたことは、大きな成果である。しかしながら、探査環境の制約から、展開長が制限され屈折法ない

しは広角反射法による解析によって速度構造が精度よく求まられていない。このため現時点では反射イ

ベントの深度を正確にマッピングできていない。三浦半島に展開した独立型の地震計では長距離の発震-

受振のパスを有する記録が得られており、こうした記録を用いた屈折法解析により、より高精度で速度

構造を求め、得られている反射イベントの正確なマッピングを行う予定である。また、制御震源のみで

は求められない地殻深部の速度構造については自然地震波トモグラフィーによる速度構造も活用してい

く予定である。 

 第二の目的とした堆積平野の構造については、今回の探査によって極めて明瞭になった。とくに三浦

半島北方において、先新第三系上面に相当する反射層が往復走時 4 秒（地下 6km）まで低下しているこ

とは、今回の探査で初めて明らかになった事実である。尚、前述したように、速度構造については地殻

深部も合わせて総合的に検討する予定である。 

 第三の目的として、内陸活断層の深部形状のイメージングがある。とくにこの測線では三浦半島断層

群についての形状と、近接して位置する断層群の接合関係を明らかにすることを目的とした。三浦半島

断層群の武山断層については、反射パターンの不連続から、地下4km 程度まで断層の形状を追跡でき、

北傾斜の形状を明らかにすることができた。しかしながら、結果的に短波長で変形している主として砂

岩・泥岩から構成される地層からの反射は複雑なパターンを示しており、現時点では他の断層群の地下

形状を明らかにするに至っていない。今後は、反射法地震探査によって得られている断面から得られる

構造を制約条件として、地表地質情報を元に詳細な検討を加えていく必要がある。 

 最後に、本報告では詳しく言及していないが、横浜市南部沖には基盤に変位を与え、堆積層にも変形

を与えている伏在断層が、反射法地震探査の結果明らかになっている。こうした伏在している断層につ

いても、既存資料の収集を含め、走向や範囲などの実態、とくに活動時期について慎重に検討していく

予定である。 
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なし 

2)ソフトウエア開発 

    なし 

3) 仕様・標準等の策定 

 なし 

 

(3) 平成1６年度業務計画案 

 東京湾地殻構造探査において取得されたデータの解析を継続する。とくに、三浦半島域の屈折法によ

る速度解析を行い、この地域のP波速度構造を明らかにする。また、三浦半島に展開した独立型DATレ

コーダーによって収集された、受発振距離が長い波形記録を利用して、より深部の速度構造を解析して

いく予定である。 

 ボーリング・反射法地震探査などの既存データを活用し、反射法断面として得られた情報のより詳細

な地質学的解釈を行う。とくに、横浜南部沖に伏在する断層の活動時期について、反射法断面の検討も

含め、総合的に検討する。 

 


